
加
古
川
市
出
身
で
、
東
播
磨

道
は
普
段
の
生
活
か
ら
よ
く
利

用
し
て
い
る
。
本
道
路
が
市
内

の
南
北
交
通
を
効
率
的
に
処
理

し
て
い
る
こ
と
は
身
を
も
っ
て

実
感
し
て
い
る
。
本
事
業
は
、

周
辺
住
民
や
産
業
界
に
と
っ
て

期
待
が
大
き
い
大
規
模
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
。
公
共
性
の
高
い
事
業

に
携
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
や
り

が
い
を
感
じ
て
い
る
。

県
で
は
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
の

働
き
方
改
革
を
進
め
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
展
が
、
コ

ロ
ナ
禍
を
契
機
に
、
誰
も
想
像

し
て
な
い
仕
事
や
生
活
ス
タ

イ
ル
に
変
革
を
も
た
ら
し
た
。

建
設
業
界
に
お
い
て
も
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
工
事
を
皮
切
り
に
、
こ

れ
か
ら
想
像
を
超
え
る
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
（
技
術
革
新
）
が

起
き
、
建
設
現
場
の
働
き
方
が

大
き
く
変
わ
る
の
で
は
な
い

か
。Ｉ

Ｃ
Ｔ
導
入
に
よ
り
わ
く
わ

く
す
る
取
り
組
み
が
次
々
と

展
開
さ
れ
て
い
る
。
持
続
的

な
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
可
能
に

す
る
た
め
の
新
た
な
建
設
業

界
の
取
り
組
み
に
、
ぜ
ひ
興
味

を
向
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
う
。
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兵庫県加東土木事務所

堤堤

健
人
健
人
さ
ん
さ
ん

新たな取り組みに注目を

株式会社田村組 小野市

藤
本
藤
本

正
樹
正
樹
さ
ん
さ
ん

従来の仕事の大切さ実感

東
播
磨
道
の
工
事
に
は
、
計

８
カ
所
で
通
算
７
年
ほ
ど
継

続
的
に
携
わ
っ
て
き
た
。
完

成
間
近
だ
と
思
う
と
感
慨
深

い
。当

社
で
は
盛
り
土
や
切
り

土
、
舗
装
な
ど
の
施
工
に
Ｉ
Ｃ

Ｔ
建
機
を
使
用
し
て
い
る
。
目

印
と
し
て
現
場
に
作
業
位
置
を

数
㍍
間
隔
で
示
す
「
丁
張
り
」

が
必
要
な
く
、
施
工
が
難
し
い

曲
線
部
分
も
滑
ら
か
に
仕
上
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
本

年
度
か
ら
自
社
で
ド
ロ
ー
ン
を

使
用
し
て
測
量
や
３
次
元
設
計

デ
ー
タ
を
作
る
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
る
。

私
は
大
学
で
土
木
工
学
を
専

攻
し
建
設
業
の
道
に
進
ん
だ

が
、
こ
れ
か
ら
は
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
専
攻
し
た
若
者
ら
の
就
職

先
の
選
択
肢
の
一
つ
に
な
る
の

で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
い
く

ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
が
進
展
し
て

も
、
人
間
に
よ
る
調
整
や
確
認

は
欠
か
せ
な
い
。
デ
ジ
タ
ル
化

が
進
む
中
で
、
従
来
の
施
工
と

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
導
入
し
た
施
工

の
両
方
を
知
っ
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
新
技
術
に
頼
り
過
ぎ
な
い

仕
事
の
大
切
さ
を
感
じ
て
い

る
。
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株式会社ダイセン 加西市

塚
前
塚
前

有
基
有
基
さ
ん
さ
ん

なくてはならない存在に

当
社
の
建
設
機
械

台
の
う

ち
、

台
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
。
当

社
は
機
動
力
が
武
器
で
自
社

施
工
を
主
流
に
し
て
い
る
た

め
、
早
い
う
ち
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ

建
機
の
導
入
を
始
め
て
き
た
。

半
信
半
疑
で
使
い
始
め
た
が
、

今
や
な
く
て
は
な
ら
な
い
存

在
に
な
っ
て
い
る
。
社
長
が
先

進
地
へ
の
視
察
研
修
や
同
業

他
社
と
の
情
報
交
換
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
る
の
で
、
ハ
ー

ド
、
ソ
フ
ト
と
も
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
方
針

だ
。図

面
を
３
次
元
化
す
る
こ
と

で
、
完
成
形
を
頭
に
描
き
な
が

ら
工
事
を
進
め
ら
れ
る
の
が
メ

リ
ッ
ト
で
、
設
計
図
と
現
場
と

の
差
異
に
対
し
て
も
事
前
に
気

づ
き
や
す
い
。

建
設
業
は
日
々
で
き
上
が
っ

て
い
く
様
子
を
現
場
で
体
感
で

き
る
面
白
い
仕
事
だ
。
特
に
イ

ン
フ
ラ
整
備
は
住
民
の
生
活

に
直
結
す
る
分
、
社
会
的
な
影

響
を
実
感
し
や
す
い
の
で
や

り
が
い
が
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
の

積
極
活
用
が
進
む
建
設
業
に
、

少
し
で
も
興
味
を
持
っ
て
く

れ
る
若
者
が
増
え
た
ら
う
れ
し

い
。
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住民の役に 変わらない

株式会社総合グリーン 多可町

建
設
業
に
携
わ
っ
て
約

年
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
最
大
の
メ

リ
ッ
ト
は
、
建
設
工
事
を
進
め

る
に
当
た
っ
て
の
定
規
と
な
る

「
丁
張
り
」
作
業
が
不
要
に
な

る
こ
と
。
作
業
効
率
が
向
上
す

る
だ
け
で
な
く
、
運
転
手
に
付

き
添
う
補
助
員
が
不
要
と
な
る

の
で
、
人
員
削
減
が
実
現
し
休

日
も
増
え
つ
つ
あ
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
に
は
「
３
次
元

設
計
デ
ー
タ
と
建
機
位
置
と

の
標
高
差
等
」
の
操
作
支
援

情
報
を
基
に
運
転
手
が
操
作
す

る
「
マ
シ
ン
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
Ｍ

Ｇ
）
」
と
操
作
時
に
半
自
動
制

御
機
能
が
つ
い
た
「
マ
シ
ン
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
（
Ｍ
Ｃ
）
」
の
２

種
類
が
あ
る
。
現
状
は
運
転
手

が
メ
イ
ン
で
操
作
す
る
Ｍ
Ｇ
が

多
く
使
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

か
ら
は
Ｍ
Ｃ
の
普
及
も
進
む
の

で
は
。

技
術
が
進
み
、
現
場
に
行
か

ず
に
遠
隔
で
操
作
で
き
る
よ

う
に
な
れ
ば
、
生
産
性
や
安
全

性
が
さ
ら
に
高
ま
る
。
た
だ
Ｉ

Ｃ
Ｔ
へ
の
期
待
が
膨
ら
む
一

方
、
デ
ー
タ
を
信
じ
過
ぎ
な
い

こ
と
も
大
事
。
住
民
の
役
に
立

ち
た
い
と
の
思
い
は
変
わ
ら
な

い
。

林林

正
之
正
之
さ
ん
さ
ん
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働き方や安全性の向上に

株式会社中村建設 香美町

シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
な
ど
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
建
機
を
使
っ
て
、
現
場
で
施

工
を
し
て
い
る
。
従
来
は
３
人

程
度
必
要
で
あ
っ
た
測
量
作
業

を
１
人
で
実
施
で
き
る
端
末

ア
プ
リ
は
、
当
社
だ
け
で
な
く

多
く
の
作
業
員
が
使
い
こ
な

す
。
こ
う
し
て
現
場
内
で
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
は
進
ん
で
き
て
い
る
も

の
の
、
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
操

作
性
が
異
な
っ
た
り
す
る
の

で
、
デ
ー
タ
の
入
力
が
難
し
い
。

そ
れ
ら
が
改
善
さ
れ
れ
ば
、
さ

ら
に
普
及
す
る
の
で
は
な
い

か
。当

社
は
近
年
、

、

代
の

若
手
社
員
が
増
え
、
女
性
の
現

場
監
督
や
ダ
ン
プ
カ
ー
運
転
手

も
活
躍
し
て
い
る
。
私
は
他
業

界
か
ら
転
職
し
て
９
年
。
頑
張

っ
て
作
っ
た
も
の
が
生
涯
残

る
仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
て

い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
は
今
ま
で

の
建
設
業
の
イ
メ
ー
ジ
を
一

新
す
る
ほ
ど
の
イ
ン
パ
ク
ト
が

あ
る
。
継
続
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
に
取
り
組
み
、
さ
ら
に
活
気

の
あ
る
職
場
に
な
れ
ば
と
思

う
。Ｉ

Ｃ
Ｔ
で
、
働
き
方
や
安
全

面
が
大
き
く
向
上
し
て
い
る
建

設
業
に
目
を
向
け
て
ほ
し
い
。
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真
船
真
船

友
紀
友
紀
さ
ん
さ
ん

ＩＣＴで広がる可能性ＩＣＴで広がる可能性

建設業界の情報通信技術（ＩＣＴ）化が進んでいる。

測量では、３次元の地形データが取得できるドローン

を使い、施工では衛星利用測位システム（ＧＰＳ）や

３次元設計データを活用して、半自動制御で施工がで

きるＩＣＴ建設機械 建機 が利用されている。兵庫県

では、2022年度に発注した公共工事の約３割に当たる

125件で、これらＩＣＴ技術を導入した工事が行われ

た。全線開通まであと４ ４㌔となり、工事最盛期を

迎える東播磨道北工区を訪れ、建設に関わる兵庫県職

員と施工業者にＩＣＴ活用の効果や仕事のやりがいな

どを聞いた。

（取材協力‖兵庫県建設業育成魅力アップ協議会）
東播磨道北工区 小野市樫山町
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特集 建設分野の魅力 第 回

３次元設計データと建機の位置情報などをモニターで確認しな

がら作業するＩＣＴ建機のオペレーター

東
播
磨
道

臨
海
部
の
国
道
２
号
バ
イ
パ
ス
（
加
古
川

市
）
と
内
陸
部
の
国
道
１
７
５
号
（
小
野
市
）
を
南
北
に

結
ぶ
延
長

・
１
㌔
の
自
動
車
専
用
道
路
。
東
播
磨
地
域

と
北
播
磨
地
域
と
の
連
携
や
交
流
促
進
、
交
通
渋
滞
の
緩

和
な
ど
が
期
待
さ
れ
る
。
さ
ら
に
沿
道
に
あ
る
高
次
医
療

機
関
へ
の
ア
ク
セ
ス
時
間
の
短
縮
な
ど
、
地
域
の
医
療
活

動
を
支
援
す
る
。
２
０
２
３
年
３
月
ま
で
に
国
道
２
号
・

加
古
川
バ
イ
パ
ス
―
八
幡
三
木
ラ
ン
プ
間
の
７
・
７
㌔
が

開
通
。

年
の
全
線
開
通
を
目
指
し
て
い
る
。

建設が進む東播磨道北工区の工事現場＝小野市

樫山町

従
来
の
盛
り
土
、
切
り
土
に
必
要
な

「
丁
張
り
」
の
工
程
な
し
で
作
業
が

で
き
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
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